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研究成果の概要（和文）：先進的な日本企業は、グローバルな連結経営においてトランスナショナル化（グロー
バル統合とローカル適応の 同時達成）を実現させるように、管理会計実践を進化させている。連結経営におけ
る管理会計の役割は重要な検討課題となっているが、その多くは未解決のままになっている。本研究は、グロー
バル連結経営の実務を踏まえ 連結管理会計の機能 の解明を試みる。この連結管理会計の総合的検討から、グロ
ーバル競争力を高めるために日本企業にとって必要 な取り組みを提示するとともに、トランスナショナル化に
対応する管理会計理論の拡張を試みる。

研究成果の概要（英文）：Advanced Japanese companies develop their management accounting practices to
 conduct trans-nationalization, global integration and local adaptation are simultaneously achieved,
 in global group management. It is important that role of management accounting at group management.
 But most of them are still not resolved. This comprehensive research will suggest that strengthen 
competitiveness for Japanese companies and develop the theory of management accounting for 
trans-nationalization.    

研究分野：管理会計、原価計算

キーワード： 連結管理会計　グローバル化　国際経営　海外子会社マネジメント

  ３版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
海外子会社を含めたグループ全体での最適なマネジメントおよび、グローバル化の進展と競争の激化という環境
の下で、日本企業が競争力を維持するための取り組みや、それをサポートするために管理会計を含むマネジメン
ト・コントロールの役割を明らかにすることは、日本企業のグローバル市場における競争力の強化に関する一つ
の方向性を示すことになる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 日本企業のグローバル化には大きく分けると 2つの方向性があると言われてきた。すなわち、
１つは、大幅な現地化を進めるローカル適応であり、もう１つはグローバル展開を本社主導のも
とに行うグローバル統合である。しかしながら、これらは 2者択一ではなく、それらを同時に追
求するトランスナショナル化は、ごく一部の企業に限定されるものではなくなってきつつある。
それらを可能にするものとして、海外事業における長年のノウハウの蓄積や、マネジメント・コ
ントロール、さらに ERPなどの ITやさらに、財務会計における国際会計基準（IFRS）の導入
などを包括的に考慮する研究が必要となってきた。 
 
 
２．研究の目的 
先進的な日本企業は、グローバルな連結経営においてトランスナショナル化（グローバル統
合とローカル適応の同時達成）を実現させるように、管理会計実践を進化させている。連結
経営における管理会計の役割は重要な検討課題となっているが、その多くは未解決のまま
になっている。本研究は、グローバル連結経営の実務を踏まえ、 
(1)コスト構造と経営者のコストマネジメント行動、 
(2)現場マネジャーならびに管理会計担当者のマネジメント・コントロール上の役割変化、
(3)知識移転・知識開発によるイノベーション 
の３点から、連結管理会計の機能の解明を試みる。この連結管理会計の総合的検討から、グ
ローバル競争力を高めるために日本企業にとって必要な取り組みを提示するとともに、ト
ランスナショナル化に対応する管理会計理論の拡張を試みる。 

 
３．研究の方法 

(1)コスト構造と経営者のコストマネジメント行動に関する研究  
①「ボーダーレスＭ＆Ａ」 グローバル連結管理会計により、 実務ではボーダーレスなＭ
＆Ａが加速してきている。Ｍ＆Ａによって傘下に入る海外子会社の経営システムの診断（デ
ューデリ ジェンスなど）から変更に至るまでの 一連の過程について、過年度から継続して
その実態について聞き取り調査にて記述する 。 

 ②「コストドライバー問題」 グローバル連結経営におけるＣＤ問題に関して、生産キャ
パシティや為替リスク吸収に関わる取り組みについて 、まずは焦点をあてて聞き取り調査
を進める。特に本年は、地域統括会社の設置やＣＭＳといった実務の動向との関連について
重点的に調査を行う。例えば為替レートの変動に対する対応などを先進的なグローバル企
業のみならず、中堅企業に対しても聞き取り調査を行う。 
 (2)現場マネジャーならびに管理会計担当者の役割変化に関する研究 
 ③「海外派遣者 」日本企業の海外派遣者は減少傾向にある。背景には、急速な海外拠点数
の増加により派遣人材の不足、真のグローバル企業 としての現地マネジメントへの権限委
譲などがある。現場マネジャーの役割を含め 、その実態を引き続き観察するとともに、 次
年度に向けた質問票調査の準備にも当たる。  
④「戦略アドバイザー」連結経営時代に入り、情報システムを刷新し、ＡＩ（人工知能）
の活用する動きもあり 、会計担当者の役割は戦略アドバイザーへと変化してきている。本
社・本社事業部、地域統 括会社、現地子会社の会計担当者が、戦略アドバイザーとして具
体的にどのような役割を果たすのかを明らかにする。 

(3)知識 移転 ・知識開発によるイノベーションの研究  
⑤「イノベーション創発」イノベーションはグローバル企業にとって不可欠な要 素であ
るが、その実態について聞き取り調査を実施する。 
⑥「日本的管理会計の移転問題」日本的管理会計の知識の現地移転が進んでいるが、それ
が海外子会社から海外子会社へと伝えるチャネルも構築されつつある。日本企業はカイゼ
ンなどの漸進的イノベーションへの取り組みが活発であり、管理会計もそれをサポートし
てきたが、その変化を観察する。さらに ERPや IFRSの導入が、連結管理会計にどのよう
な影響を与えるのかについても研究を行う。 
 
４．研究成果 
 まず、研究領域に関連する国内外の文献のレビューを行い、研究課題に関する問題点の洗い出 
しを実施した。この成果の一部は、松木智子・島吉伸「海外子会社コントロールにおける派遣者
の影響：コントロール・パッケージの視点から」『産業経理』第 78巻第 4号として公刊されてい
る。ここでは、過去の国内外の事例研究や当該研究グループに研究分担者として、参加している
研究者が過去に実施した研究から、日本企業の海外子会社マネジメントにおいて、日本からの派
遣者が担っている役割について論じている。 
これは、日本企業は、公式的なマネジメント・コントロール・システムに加えて、日本からの



派遣者（出向社員）を海外子会社に送っている。このことは、海外子会社に対するモニター的な
役割や、会社の企業理念や文化の移転（理念コントロール）や、当該企業独自あるいは日本的な
マネジメントの海外子会社への移転等の役割を担っている。このように、公式的なマネジメン
ト・コントロール・システムの他に、企業理念の移転と定着などの理念コントロール、現地マネ
ジャーに対するアドバイスなどの非公式なシステムというように、複数のコントロール・システ
ムを駆使して、海外子会社のマネジメントを実施している。これらは、Malmi=Brown が指摘する
複数のコントロール・システムが組み合わされて実行される、コントロール・パッケージの概念
が適用されている事例である。これらの実態や過去の事例を裏付ける目的や、さらに現状を把握
するために、日系企業の地のマネジャーに対して、複数の国内企業及びそれらの企業の海外子会
社、海外にある地域統括会社等に実施した。インタビュー調査を実施した。 
その中で、運輸業のヨーロッパに所在する地域統括会社においては、各国にある子会社を統括
する機能を持っている。ヨーロッパでは、域内が共通通貨で統一されているとはいえ、歴史的、
また文化的にも国によって大きく異なる面もあり、放置すればバラバラの方向に進むことにな
り、統合が困難になり、コントロールが効かなくなる可能性もある。文化的にも、ヨーロッパ域
内の特定の国の人物が地域統括会社のトップになると、一部の国の子会社が反発するなどの現
象が見られたため、近年では日本人がトップになるようにしているとのことであった。 
このように、価値観や文化的な側面も海外子会社マネジメントに影響を及ぼしていることを
確認できた。 
また、論文としては公刊していないが、近年の ERP の動向について調査するために、ERP のベ
ンダーに対して、インタビュー調査を実施した。そこでは、最新の ERP の機能により、AI を活
用した自動の意思決定システムや、グローバルな連結情報のリアルタイムな活用など、今後のグ
ローバル連結管理会計に大きく貢献するような IT に関する最新の動向について、多くの知見を
得られた。 
また、連結管理会計を促進する一つの要因である国際会計基準の導入について、その動機や効
果について調査するために、IFRS の早期適用企業に対して簡便なアンケート調査を実施した。S
の結果、IFRS の導入が海外子会社マネジメントに有効に機能している実態を把握できた。具体
的には、IFRS の導入により、海外子会社を同一の尺度で業績評価することが可能になり、海外
子会社の業績を公正に評価できるようになったとの意見があった。また、前述の ERP にも関連し
て財務会計と管理会計の統合である財管一致も、連結管理会計の推進に貢献する可能性がある
ことが示唆された。 
さらに、7年前に実施した日本企業の海外子会社マネジメントに関するアンケート調査を行っ
た。これは、前回調査とほぼ同様の質問項目を踏襲しており、経時的な比較がある程度可能とな
っている。この成果は、中川優・伊藤正隆「海外子会社マネジメントの実態：2020 年アンケート
調査の結果から」『會計』第 198 巻第 2号、2020 年において、その一部を紹介し、中川優「日本
企業における海外子会社マネジメントの実態：アンケート調査の結果から」『同志社商学』第 72
巻第 2号、2020 年においては、調査項目のすべての集計結果を論文として公刊した。 
これらにおいては、アンケート調査の集計結果を中心として紹介しているが、特に前回調査と
の比較で顕著なものとしては、市場の将来性への期待は、中国市場が大きく減少している点であ
る。また、前回の理念コントロールと会計コントロールが併存することが実証的に明らかにされ
たが、今回のデータを利用した試行的な分析においては、理念コントロールと会計コントロール
が代替的に使用されているか、競合しているという結果が得られた。 
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